
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

常進ＮＥＷＳ （８月号） 
 

 

めんどうみ 地域ナンバーワン宣言！ 

常陽進研 ☎824-9136 

全国学力・学習状況調査より 
 先月 29 日に文部科学省は、４月に実施した全国学力・学習状

況調査(学テ)の結果を公表しました。いずれの教科(小学国語・算

数、中学国語・数学)においても、「知識・技能」を問う問題より

も「思考・判断・表現」を問う問題の正答率が低く、記述式問題

などが依然として課題であることが浮き彫りになりました。 

 学テでは、児童生徒・学校への質問調査も同時に行われ、SNS

や動画の視聴時間が延びていること、さらにそれらの時間が長く

なると正答率も下がる傾向がうかがえました。これまでも ICT

と学力については何度も述べてきましたが、今年の４月に実施さ

れた学テという最新のデータをもとに、改めてお伝えします。 

ＳＮＳ・動画視聴の時間が長くなると正答率が低くなる 

SNS・動画視聴は長くなる傾向にあり、中学生の３人に一人、

小学生の５人に１人が、１日３時間以上を費やしているのが現状

です。同時に、SNS・動画視聴の時間が長くなると正答率が低く

なる傾向も明らかになりました。 

表１は「普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの

時間、携帯電話やスマートフォンで SNS や動画視聴などをしま

すか（携帯電話やスマートフォンを使って学習する時間やゲーム

をする時間は除く）」の問いに対する正答率です。 

表１ 小学国語 小学算数 中学国語 中学算数 

４時間以上 59.4 53.2 51.6 43.3 

３～４時間 62.9 56.4 55.8 48.6 

２～３時間 66.3 60.9 59.1 53.4 

１～２時間 69.1 64.9 61.8 58.0 

30 分～１時間 70.7 67.2 63.4 60.7 

30 分未満 71.7 69.2 63.9 61.8 

携帯電話やスマートフォンを持っていない 70.6 67.5 61.0 57.1 

 すべての教科で時間が長くなるほど、正答率が下がっていま

す。ちなみに 1 日にどれくらいゲームをするかとの問いでは、こ

の傾向が、より顕著でした。 

ＩＣＴを子どもが自由に使うのは、たとえ勉強目的でもよくない 

学校の授業時間以外における児童生徒の勉強時間は、小中とも

令和３年度以降、平日、休日いずれも減少傾向にあります。この

件について文科省は、「勉強時間と学力の推移の関係については、

経年変化分析調査の結果も踏まえながら分析予定（例えば、児童

生徒が自ら学び方を考え、短い時間で質の高い学習を行えるよう

になったなど、学び方や ICT 機器活用が勉強時間に影響を与え

ている可能性もある。）」としていますが、この考えには無理があ

ります。表２は、「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金

曜日）、１日当たりどれくらいの時間、PC・タブレットなどの ICT

機器を、勉強のために使っていますか（遊びなどの目的に使う時

間は除く）」の問いに対する正答率です。 

表２ 小学国語 小学算数 中学国語 中学算数 

３時間以上 57.9  53.6  48.8  43.7  

２～３時間 61.7  56.1  53.2  48.0  

１～２時間 66.6  61.5  56.4  51.2  

30 分～１時間 69.0  64.5  59.9  54.8  

30 分未満 70.4  66.7  62.1  57.3  

全く使っていない 67.2  63.4  56.1  50.0  

すべての教科で、時間が長くなるほど正答率は下がっています

(「全く使っていない」が一定時間使用しているグループよりも低

いのは、そもそも学習意欲のない児童生徒が含まれていると考え

られます)。ICT はたとえ勉強のためであっても、使いすぎるの

はよくないことがわかります。 

ただし、学校質問調査で、ICT を授業に用いると、正答率が上

がる傾向にあります。紙面の都合上、数値データは割愛しますが、

「調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、児童生徒一

人一人に配備された PC・タブレットなどの ICT 機器を、授業で

どの程度活用しましたか」の問いでは、利用頻度が高いほど正答

率も高くなる傾向が見られました。 

つまり、ICT の機器を子どもに与え、自由に使わせるのは危

険。大人の管理のもと、正しい使い方をさせれば、効果が見込め

るということではないでしょうか。 

子どもは、いい意味でも悪い意味でも、機器の扱いの上達が早

いです。家庭においては、親が子どもと一緒に使い方を学んでい

くというスタンスも、一つの在り方ではないでしょうか。 

８・９月の予定 

月 日 曜 行  事  予  定 

８ 

月 

27 火 後期諸経費・９月分授業料等口座振替日 

29 木 統一テスト(９年生) 

31 土 統一テスト(７･８年生) 

９ 

 

月 

２ 月 ２学期通常授業開始 

16 月 休校日(敬老の日) 

20 金 お知らせ配布 

23 月 通常授業日(秋分の日振替休日) 

27 金 10 月分授業料等口座振替日 
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がんばりました！ 
名文暗誦（７月の課題：古典文学冒頭） 

９枚 ○○ ○○     ８枚 ○○○ ○ 

５枚 ○○ ○○     ４枚 ○○ ○○  ○○ ○○ 

300-0818 土浦市天川 1-13-14 

http://www.joyoshinken.com/ 

 
☎824-9136 常陽進研 

絶妙な距離感 
夏期講習には、小学１年生の女の子が来ています。上級生の中

に入ってうまくやっていけるのか、我々も不安でしたが、おそら

く本人が最も不安だったと思います。 

しかし始まってみると、全くの杞憂でした。こちらが頼みもし

ないのに、４･５年生の女子が授業前後や休み時間にちゃんと世

話をしてくれています。しかもその距離感が絶妙なのです。ベッ

タリとくっついて何でもしてあげるのではなく、必要なことを伝

えると、あとは本人の好きなようにさせています。 

休み時間に遊んでいる５年生の男子の元へその子が行くと、彼

らも必要な受け応えをし、決して邪険にはしません。こちらも絶

妙な距離感。子どもって、年下の世話をする天才ですね。 

思考力の九九 

テストの珍解答 
問 次の傍線部を漢字で書きなさい。 

 ① きんべんな人。       〔    〕 

   この人、なんか嫌だな。（正解：勤勉） 

② みんなのしきが高まる。   〔   〕 

これじゃ、みんな死んじゃうよ。（正解：士気） 

県立入試特色選抜 
県教委は来春の特色選抜実施概要を公表しました。近隣の県立

高校の特色選抜の対象となる部活動等は以下の通りです。土浦第

一・土浦第二・竹園・牛久栄進等は、特色選抜を実施しません。

出願要件の詳細は、県教委のホームページで確認してください。 

高校名 学科 対象となる部活動等 

土浦第三 普通 

商業 

バレーボール(男)、バスケットボール(女)、

硬式野球(男)、剣道、ソフトテニス、サッカ

ー(男) 

土浦工業 各科 バスケットボール(男)、硬式野球(男)、柔道、

バレーボール(男)、剣道、陸上競技、バドミ

ントン 

土浦湖北 普通 野球(男)、サッカー(男)、剣道、ソフトテニ

ス(男)、陸上競技、吹奏楽、生徒会本部役員 

石岡第一 普通 

園芸 

造園 

野球(男)、バスケットボール、バレーボール

(女)、ソフトテニス、剣道、バドミントン、

陸上競技、ウエイトリフティング 

竜ケ崎第一 普通 ICT、国際、探究、科学、硬式野球(男)、バレ

ーボール(男)、陸上競技、ソフトテニス(男)、

卓球、サッカー(男) 

藤代 普通 硬式野球(男)、陸上競技、サッカー(男)、剣

道 

牛久 普通 野球(男)、バレーボール(女)、柔道、バスケ

ットボール(男)、サッカー(男)、陸上競技、

ソフトテニス(女) 

なお、一昨年から野球経験者を対象に特色選抜を実施していた

水戸第一は、来春の特色選抜を取りやめます。「志願倍率が高い

のに、特定の部活動のみを対象とした特色選抜は不公平との声が

毎年届いているため」と、県教委が特色選抜の実施を認めません

でした。しかし、これでは倍率の高い高校は、自校の特色を打ち

出せないとのことにもなりかねず、この決定には違和感を覚えま

す。特色選抜は、毎年倍率が 1.00 倍に達しない高校・学科が多

数存在します。特色選抜そのものの見直しも必要でしょう。 

４年ぶりの夏スぺ 
今年の 9 年生は、我々がかつて見てきた中で、最も勉強しない

受験生です。あまりにも勉強しないので、毎年 10～11 月にス

タートする V ロード(日付指定課題)を、Pre-V ロードとして６月

からスタートしました。内容は数学の計算、天声人語の書き写し

など、誤魔化しがきかず、一定時間机に向かわざるを得ないもの

としました。スタートすると、案の定、チェック日に課題を終え

ていない者が、毎回います。夏休みに入っても、課題をこなせず、

午前中に呼び出しを食らう生徒もいるのが現状です。 

コロナ禍で自粛していた終日授業の夏スぺを今年は復活させ

ました。こんな状況下で、果たして生徒たちは夏スぺを乗り切れ

るのでしょうか。不安だけを胸に迎えた 8/7・8の両日。 

初日、生徒たちは我々が思っていた以上に頑張れました。かつ

ての夏スぺでは、８・９限目は集中力が切れ、何も手につかない

生徒もいたのですが、全員が初日を何とか乗り切りました。あら

かじめノルマを課したこと、単元ごとに実施した確認テストがア

クセントになったこと、脳が消費した糖分を補うために用意した

食べ放題のおやつなどが奏功したようです。食べ放題と知り、む

さぼるように食べる者がいたのは、恥ずかしかったですが。 

２日目。授業開始前の生徒の顔を見ると、前日の疲労が色濃く

残る者が複数名。今日は厳しいかな。それでも午前中は何とか乗

り切りました。午後になるとさすがに効率の落ちるものが散見さ

れましたが、ふと気づくと終了時刻。見事(？)、全員が終日授業

の２日間を乗り切りました。 

生徒諸君へ。この２日間が受験生の 

あるべき姿です。この２日間の経験を 

糧に、受験生らしい取り組みができる 

ようになることを期待します。 

漢字検定合格者 
３級 ○○ ○○  ○○○ ○○  ○○ ○○ 

６級 ○○ ○○  ○○ ○○ 

７級 ○○ ○○  ○○ ○  ○○ ○○  ○○ ○○ 

     ○○ ○○  ○○ ○○ 


